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１．セカンドオピニオンとは 

 病気の診断や治療では、患者や家族が正しい情報に基づいて、担当医と十分に話し合い、

納得して治療を受ける事がとても大切です。しかし、担当医と十分な話し合いを行なってい

たとしても、「別の医師の話を聞いてみたい」と思うことがあるかもしれません。 

 診断や治療選択などについて、現在診療を受けている担当医とは別に、違う医療機関の医

師に求める「第 2の意見」をセカンドオピニオンといいます。セカンドオピニオンは、今後

も現在の担当医のもとで治療を受ける事を前提に利用するものであり、「セカンドオピニオ

ンを聞くこと＝転院すること」ではありません。 

 

  例えば) 

  ①がんと診断され、治療選択について説明を受けたが、決められない。 

  ②がんと診断段された。担当医から説明を受けたが、診断について別の医師の意見を聞

きたい。 

  ③担当医の話に納得がいかない部分がある。 

 ④担当医の意見を別の角度からも検討したい。 

  ⑤再発の診断を受けたが、担当医が提示する以外にも治療の選択枝がないか知りたい。 

 

 地域で専門的ながん治療の提供を行なう病院として国が指定している「定時がん診療 

連携拠点病院」を中心として行なわれる診療は、「標準治療」を基本とします。標準治療と 

は、現時点で最も効果が期待でき、安全性も確立した一番良い治療の事をいいます。 

 がん診療連携拠点病院では、標準治療に基づいて治療方針が決められるため、病院や医師

によって意見が大きく異なることは必ずしも多くありません。しかし、同じ意見であっ

たとしても、セカンドオピニオンを聞くことで、病気や治療への理解がより深まり、納

得して治療にのぞむことにつながることがありあります。 
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２．セカンドオピニオンを受ける手順 

  相談⇒セカンドオピニオン医療機関の検討⇒受診手続き⇒受診⇒結果相談 

図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆現在の担当医からの診断や治療方針の説明や 

 意見（ファーストオピニオン）を、よく理解する。 
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◆セカンドオピニオンを受ける目的を明確にする 

◆受診当日（セカンドオピニオン） 

◆病院を決める 

◆治療する病院、医師を決定する（意思決定） 

◆セカンドオピニオンの結果を持ち帰り、

主治医と今後の治療について再検討する 

理解しにくい言葉や

内容があるときは遠

慮せず、主治医や看

護師にお尋ねくださ

い。（※認定看護師も

支援しています） 

◆現在の担当医へセカンドオピニオンを受けたい 

目的と意思をはっきり伝える。 

◆受診の準備をする 

１）受診希望する病院へ連絡 

２）受診方法を確認 

（費用や必要な書類の準備） 

３）受診予約 

４）紹介状やデータ・画像な

ど必要な資料を準備 

医療機関の情報が欲しい

時は、医療連携室へ相談し

ましょう。（※医療連携室

では、医療機関の情報提供

や セカンドオピニオン

受診の支援を行ないます） 

１）医師に伝えたい事、 

聞きたいことを整理

しておく（自身で判断

がつかない事、不安に

おもっていること。等 

箇条書きにして準備

しておきましょう。） 

２）信頼できる人に同行 

してもらう 

◆医療連携室相談 

（医療相談室） 

１）聞きたいことが、きけま

したか？ 

２）医師と本音ではなしあえ

ましたか？ 
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